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害
を
被
る
事
を
前
提
に
、
い
か
に
そ
の
被
害
を
少
な
く
す

る
か
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。「
災
害
に

強
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
」
を
標
榜
し
て
い
る
我
が
業
界
も
こ
の

「
減
災
」
の
視
点
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

先
日
、
宮
城
県
協
会
の
小
埜
寺
会
長
と
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
り
、「
復
旧
の
第
一
歩
は
津
波
で
流
さ
れ
た
容
器

の
回
収
で
始
ま
っ
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
れ
だ

け
の
津
波
で
家
も
流
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
容
器
流
出

も
や
む
を
得
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
問
題
は
容
器
バ
ル

ブ
か
ら
炎
を
放
ち
な
が
ら
流
さ
れ
る
映
像
が
テ
レ
ビ
で

報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
後
日
確
認
し
た
と
こ
ろ
残

念
な
が
ら
東
北
地
方
の
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス

の
普
及
率
は
高
く
な
く
、
も
し
全
て
の
高
圧
ホ
ー
ス
が
放

出
防
止
型
で
あ
っ
た
な
ら
、
あ
の
映
像
は
流
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
事
実
、
下
の
写
真
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
の
威
力
が
改
め
て

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
動
切
替
と
高
圧
ホ
ー
ス
で
５
０

ｋ
ｇ
容
器
を
支
え
て
い
る
も
の
、
高
圧
ホ
ー
ス
が
ち
ぎ
れ

て
い
る
も
の
、
い
ず
れ
も
ス
ト
ッ
パ
ー
機
能
で
ガ
ス
は
放
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こ
の
度
の
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
発
災
後
、
県
協
会
で
は
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ

た
事
で
沿
岸
部
の
各
支
部
に
対
し
、
被
害
報
告
を
求
め
ま

し
た
が
、
幸
い
に
も
会
員
事
業
所
及
び
設
備
に
は
被
害
が

な
か
っ
た
こ
と
に
胸
を
撫
で
下
ろ
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

と
い
う
も
の
私
は
テ
レ
ビ
報
道
に
噛
り
付
い
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
来
る
べ
き
南
海
地
震
に
ど
の
よ
う
に
活
か
せ

ば
よ
い
か
目
に
焼
き
付
け
て
お
こ
う
と
の
思
い
か
ら
で

す
。
今
回
の
震
災
は
巨
大
地
震
に
加
え
、
津
波
、
原
発
、

風
評
と
被
災
地
の
方
々
に
は
三
重
苦
、
四
重
苦
の
災
害
で

す
が
、
こ
れ
と
同
様
の
事
が
徳
島
で
も
起
こ
り
得
る
し
、

も
は
や
想
定
内
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
私

は
考
え
始
め
て
い
ま
す
。 

今
回
の
震
災
か
ら
学
ぶ
べ
き
教
訓
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
徳
島
県
で
は
飯
泉
知
事
が
定
例
記
者
会
見
で
災
害
に

対
す
る
考
え
方
の
中
で
「
減
災
」
と
言
う
事
を
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
あ
れ
だ
け
の
地
震
が
発
生
し
た
な
ら
被

出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ
り
二
次
災
害
（
火
災
等
）

が
防
げ
て
い
ま
す
。 

ガ
ス
放
出
防
止
型
高
圧
ホ
ー
ス
は

早
災
害
予
防
の

た
め
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
被
災
後
の
た
め
に
も
真
剣

に
設
置
促
進
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
我
々
に
で
き
る
「
減
災
」
と
い
う

考
え
方
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
に
も
避
難
所
の
ガ
ス
設
備
の
備
蓄
等
、
ま
だ
ま

だ
見
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す

が
、
誌
面
の
都
合
上
割
愛
す
る
と
し
て
、
た
だ
来
る
べ
き

も
の
は
南
海
地
震
だ
け
で
な
く
、
東
海
、
東
南
海
、
南
海

の
連
動
型
地
震
、
Ｍ
９
ク
ラ
ス
の
地
震
を
想
定
し
た
災
害

対
策
に
関
す
る
検
討
を
「
減
災
」
の
視
点
か
ら
県
協
会
と

し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
に

は
今
回
の
東
日
本
大
震
災
を
決
し
て
対
岸
の
火
事
と
受

け
止
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
痛
み
を
共
有
し
て
い
た
だ

き
共
に
知
恵
を
出
し
、
災
害
に
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
社
）
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
会
長 

中
岸 

雅
夫 

その時、協会のある徳島健康科学総合セン
ター１階会議室では電化対策委員会が始まろう
としていました。建物が少しミシッとしたかと思
うと、窓のブラインドがゆっくり揺れ始めました。

平成２３年３月１１日午後２時４６分、まさに未
曾有の大災害となった東日本大震災の瞬間で
した。その後もブラインドがゆっくり揺れ続ける
状況に、いつもと違う何かを感じた私は不謹慎
にも会議中携帯のワンセグで最大震度７の地
震発生を知り、急いでテレビを見るため４階事
務所まで上がりました。そこで目の当たりにした
のは、恐らく国内で初めて見るリアルタイムで
大津波が押し寄せる光景でした…。

  

威力を発揮する 
ガス放出防止型高圧ホースの設置 

津波で流された容器を回収 

東日本大震災 
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三
月
十
一
日
に
東
北
三
陸
沖
で
の
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．
０
の
大
地
震
並
び
に

未
曾
有
の
大
津
波
に
よ
り
東
北
地
方
か

ら
関
東
地
方
の
沿
岸
部
の
住
民
生
活
、
産

業
活
動
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ

と
は
、
連
日
の
テ
レ
ビ
報
道
等
で
ご
承
知

の
と
お
り
で
す
。 

 

当
協
会
と
し
て
は
、
地
震
発
生
後
、
速

や
か
に
正
副
会
長
会
議
を
開
催
し
、
三
月

十
六
日
付
で
会
員
各
位
に
対
し
、
①
義
援

金
へ
の
募
金
依
頼
、
並
び
に
、
②(

社)

エ

ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
に
よ
る
被
災
地
エ
ル

ピ
ー
ガ
ス
事 

業
者
に
対
す 

る
救
援
金
拠 

出
に
つ
い
て 

の
ご
理
解
、 

ご
協
力
を
要 

請
し
た
と
こ 

ろ
で
あ
り
ま 

す
。 

 

「
義
援
金
」 

に
つ
き
ま
し 

て
は
、
三
月 

三
十
日
現
在 

で
の
会
員
各 

役
員
改
選
候
補
者 

総
務
部
会
よ
り 

 

平
成
二
十
二
年
度
は
、
各
国
の
通
貨

安
競
争
か
ら
始
ま
り
輸
出
産
業
を
中

心
と
す
る
日
本
に
と
っ
て
は
厳
し
い

始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
輸
入
製
品
に

頼
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
に
と
っ
て
は
追

い
風
と
思
わ
れ
が
ち
で
し
た
が
、
決
し

て
潤
わ
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
暑
く

長
い
記
録
的
な
夏
日
が
続
き
、
消
費
の

低
迷
で
販
売
量
は
低
下
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

Ｃ
Ｐ
価

格
が
高 

値
で
の
乱
高
下
が
続
く
中
、
小
売
価
格

の
硬
直
化
と
原
料
調
整
制
度
が
叫
ば 

れ
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
の
発
生
と
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
業
界
に
と
っ
て
も
苦
難
の
１ 

年
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
温
暖
化
問
題
、
電
化

対
策
、
都
市
ガ
ス
対
策
と
、
問
題
は
山

積
み
で
す
。
総
務
部
会
と
し
て
も
、
新

年
度
に
は
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
、

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
寄
附 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

 

 

 

支
部
再
編
等
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
宿
題
が
あ
り
ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
度
は
、
協
会
理
事
・

監
事
・
支
部
長
の
改
選
の
時
期
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
次
期
協
会
の
役
員
候
補

の
推
薦
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
三
月

よ
り
協
議
が
行
わ
れ
、
推
薦
母
体
で
あ

る
各
支
部
・
卸
部
会
・
Ｊ
Ａ
徳
島
か
ら

の
候
補
者
（
別
表
記
載
）
各
位
が
推
薦

さ
れ
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

三
木 

仙
一
郎
（
総
務
部
会
長
）

 

位
か
ら
の
募
金
額
２
，
５
６
６
，
７
６
２

円
を
日
本
赤
十
字
社
に
寄
附
し
ま
し
た
。

（
な
お
、
四
月
に
入
っ
て
か
ら
も
会
員
各

位
か
ら
当
協
会
に
義
援
金
の
持
ち
込
み

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
時
期
に
日
本
赤
十
字
社
に

寄
附
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

金
額
の
多
寡
に
拘
わ
ら
ず
拠
出
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。） 

ま
た
、「（
社
）
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
か

ら
の
救
援
金
要
請
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

三
月
二
十
三
日
に
四
国
４
県
エ
ル
ピ
ー

ガ
ス
協
会
の
会
長
が
集
ま
り
、
対
応
策
を

協
議
し
た
結
果
、
各
県
が
百
万
円
を
目
途

に
協
力
す
る
こ
と
で
合
意
が
で
き
ま
し

た
。
当
協
会
と
し
て
は
、
こ
の
こ
と
を
踏

ま
え
四
月
十
五
日
に
百
万
円
を
（
社
）
エ

ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
に
拠
出
し
ま
し
た
。
岩

手
県
・
宮
城
県
及
び
福
島
県
の
被
災
を
受

け
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
者
に
四
月
中
に
配

分
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

平成２３年度 理事・監事および支部長候補者 
 理事候補者 支部長予定者 

徳島西 長田 光男 朝日産業 長田 光男 朝日産業 

徳島南 岩野 健司 岩野商店 小川 征二 小川石油 

徳島北 三木 仙一郎 三木商店 里見 徹 里見燃料 

小松島 中川 正道 小松島ガス 倉佐 重 倉佐商店 

勝浦   多田 一寿 多田鉄工所 

川北   炭田 善章 炭田英文商店

阿南 荒野 富子 津乃峰プロパン 森 勝治 森商店 

丹生谷 藤澤 真棋 藤沢商店 藤澤 真棋 藤沢商店 

海部 多田 政枝 正和 三浦 佳展 カネテ三浦商店

鳴門 中岸 雅夫 鳴門ガス 綾野 哲也 綾野商店 

下板 酒井 勝 酒井燃料 吉本 豊英 吉本商店 

名東・名西 榎本 光孝 榎本石油 山田 博 山田商店 

神山   佐藤 英雄 佐藤金物店 

上板 近藤 浩二 金丸商店 大和 隆夫 大和商店 

吉野川 岸田 益雄 岸田燃料 新居 周三 新居商店 

阿波   重清 泰弘 重清商店 

美馬 石田 學 徳島液化ガス 小笠 恭晴 美馬農協谷口給油所

三好 立川 一廣 立川商店 小川 恭史 大黒屋プロパン

卸売 神原 寛 神原エネルギー産業 

卸売 麻野 恰弘 丸善商事 

卸売 久米 哲生 スタン 

卸売 中岸 敏昭 中岸商店 

卸売 宮﨑 一成 宮崎商事 

ＪＡ 和西 輝記 ｼﾞｪｲｴｲ徳島燃料ｻｰﾋﾞｽ 

ＪＡ 阿部 美範 麻植郡農協 

ＪＡ 畠山 繁輝 阿南農協 

ＪＡ 岡田 積 徳島市農協ｶﾞｽｾﾝﾀｰ 

青年部会 石川 雅史 石川石油ガス 

会員外 寒川 洋甫 徳島県ｴﾙﾋﾟｰｶﾞｽ協会 

 監事候補者 

徳島南 小川 征二 小川石油 

卸売 加藤 真一郎 高山産業 

ＪＡ 松内 孝史 徳島北農協 

 
平成２３年度から２４年 
度の理事・監事・支部長 
候補者が推薦されています。
■支部(理事１４名、監事 
１名)■ＪＡ(理事４名、監 
事１名)■製造事業者(理 
事５名、監事１名)■青年 
部会(理事１名)■協会専 
務(理事１名) 
 
★理事予定者数 ２５名 
★監事予定者数  ３名 
 
 
 

（平成２３年４月１３日現在）
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客
様
に
「
ガ
ス
の
良
さ
」
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
ご

活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

泉 

雅
之
（
経
済
部
会
長
）

 

お
客
様
相
談
件
数
は
全
部
で
１
６
件
、
前
年
度
よ
り

も
６
件
多
く
な
り
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
保
安
・

そ
の
他
の
件
数
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
■
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
価
格
に
つ
い
て 

３
件
、
■
販
売
店
の
移
動
に
つ
い

て 

２
件
、
■
設
備
関
係
に
つ
い
て 

１
件
、
■
保
安

に
つ
い
て 
５
件
、
■
そ
の
他 

５
件 

 

こ
の
４
年
間
に
つ
い
て
は
、
依
然
Ｌ
Ｐ
価
格
問
題
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
度
は
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格
に
も
っ
と
も
大
き
い
影

響
の
あ
る
Ｃ
Ｐ
価
格
（
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ム
コ
か
ら
の
輸
入

契
約
価
格
）
が
異
常
に
乱
高
下
し
な
が
ら
も
高
止
ま
り

High 
Risk 

High  
Return  

 

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

報
道
を
見
る
に
つ
け
胸
が
痛
む
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
。
悲
し
い
出
来
事
で
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
被
災
さ
れ
た
人
々
が
助

け
合
い
支
え
あ
っ
て
つ
な
が
る
姿
に
は
心

が
深
く
動
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
一
日

で
も
早
い
復
興
と
、
人
々
が
少
し
で
も
元
気

を
取
り
戻
さ
れ
平
穏
な
日
常
生
活
が
営
ま

れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
、
天
変
地
異
に
は
あ
ま
り
に
も
無
力

で
あ
り
、
人
の
世
は
「
無
常
」
だ
と
痛
感
し

ま
し
た
が
、
憂
慮
さ
れ
て
い
る
の
は
未
だ
収

束
さ
れ
な
い
「
人
災
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る

福
島
原
発
事
故
で
す
。 

 

電
気
は
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

欠
か
せ
な
い
の
も
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
原

発
事
故
は
、
今
ま
で
「
ク
リ
ー
ン
で
安
全
」

な
は
ず
の
原
発
に
よ
る
発
電
を
国
策
に
よ

っ
て
「
最
善
」
で
あ
る
と
信
じ
さ
せ
ら
れ
て

き
た
「
神
話
」
を
崩
壊
し
、
地
域
の
住
民
の

み
な
ら
ず
日
本
国
民
の
日
常
生
活
を
破
錠

経済部会 

平成２２年度 お客さま相談所 

お客さまの声 

行 事 予 定 
監査 協会 １０:３０～

理事会 １３:３０～４月 ２７日 

理事予定者会議 
グランヴィリオホテル 

１５:３０～

１３日 調査員講習・検定 徳島県教育会館  ９:００～

１９日 業務主任者講習 徳島県教育会館  ９:００～

経営講習会 
（エネファーム） 

１３:３０～

第４５回通常総会 １４:３０～

５月 

２６日 

新任理事会 

ホテルクレメント徳島 

１６:００～

 ９日 設備士再講習 ＪＡ会館  ９:００～

１５日～１７日 丙種化学液石講習 健康科学総合センター  ９:００～６月 

２２日～２４日 第二種販売講習 ＪＡ会館  ９:００～

 

と
な
り
、
ガ
ソ
リ
ン
・
Ｌ
Ｎ
Ｇ
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
輸
入
価
格

が
大
幅
に
値
上
が
り
す
る
な
ど
消
費
者
価
格
に
も
大

き
く
影
響
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
消
費
世
帯

に
占
め
る
光
熱
費
の
負
担
は
増
加
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
、
状

況
に
把
握
が
さ
れ
て
い
る
せ
い
か
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
に

関
す
る
相
談
は
二
十
二
年
度
に
は
減
少
し
ま
し
た
。
一

方
、
保
安
、
容
器
の
処
分
、
取
り
扱
い
等
、
地
震
災
害

時
の
対
応
な
ど
、
第
４
四
半
期
に
相
談
案
件
が
増
加
し

て
い
ま
す
。 

 

 

し
経
済
を
疲
弊
さ
せ
、
そ
し
て
環
境
を
汚
染

す
る
と
い
う
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
で
不
安
と

恐
怖
に
直
面
さ
せ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
私
た
ち
国
民
は
、
そ
の
利
便
性

に
甘
え
て
「
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
」
に
は
「
ハ
イ

リ
ス
ク
」
が
つ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

か
け
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。「
国
民

の
財
産
と
安
全
」
が
守
れ
な
い
危
機
に
貶
め

て
い
る
こ
の
「
ハ
イ
リ
ス
ク
」
を
い
つ
ま
で

背
負
い
続
け
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

今
後
、
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
電
気
供
給
量

を
考
え
ま
す
と
、
オ
ー
ル
電
化
と
い
う
不
見

識
で
愚
か
な
選
択
を
す
る
国
民
は
少
な
く

な
る
だ
ろ
う
と
信
じ
て
い
ま
す
が
、
今
、
私

た
ち
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
業
界
の
ひ
と
り
一
人
が
で

き
る
こ
と
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
丁
寧
に
、
お
客
様
に
ベ
ス
ト
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
選
択
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
案

し
て
い
く
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

現
在
、
最
終
号
と
し
て
「
お
客
様
の
声
」

を
集
め
た
第
４
弾
の
電
化
対
策
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
準
備
作
成
中
で
す
。
六
月
に
は
会
員

の
皆
さ
ん
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
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災
害
時
応
急
生
活
物
資
支
援
協
定
に
よ
る
応
急

生
活
物
資
備
蓄
事
業
者
（
平
成
二
十
三
年
三
月
現

在 

２
５
事
業
所
） 

■ 

訓
練
実
施
状
況 

【
８
：
３
０
ａ
ｍ
】
▽
災
害
対
策
本
部
設
置 

【
９
：
０
０
ａ
ｍ
】
▽
徳
島
県
災
害
対
策
本
部
よ

り
応
急
生
活
物
資
供
給
協
力
要
請
▽
電
話
と
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
よ
る
要
請
を
受
け
る
▽
災
害
対
策
本
部

長
は
総
務
班
長
、
緊
急
物
資
輸
送
班
長
に
輸
送
検

討
の
指
示
▽
総
務
班
は
応
急
生
活
物
資
輸
送
配

分
案
の
作
成
▽
こ
れ
を
受
け
総
務
班
長
と
緊
急

物
資
班
長
の
協
議 

【
９
：
０
５
ａ
ｍ
】
▽
緊
急
物
資
輸
送
班
長
は
備

蓄
事
業
者
に
対
し
て
応
急
生
活
物
資
輸
送
依
頼

の
連
絡
を
指
示
（
事
務
局
→
備
蓄
状
況
確
認
者
→

備
蓄
事
業
者
） 

【
９
：
０
６
ａ
ｍ
】
▽
事
務
局
に
対
し
て
備
蓄
事

業
者
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
の
指
示
、
事
務
局
は
応
急
生

活
物
資
輸
送
依
頼
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
（
事
務
局
→

備
蓄
事
業
者
）
▽
現
地
担
当
者
（
５
地
区
）
よ
り

応
急
生
活
物
資
輸
送
状
況
の
報
告
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
受

信
待
機 

【
１
０
：
０
８
ａ
ｍ
】
▽
５
地
区
の
現
地
担
当
者

よ
り
報
告
の
受
信
終
了 

【
１
０
：
１
０
ａ
ｍ
】
▽
事
務
局
結
果
集
計 

【
１
０
：
１
２
ａ
ｍ
】
▽
対
策
本
部
長
、
総
務
班

長
、
緊
急
物
資
輸
送
班
長
に
結
果
報
告 

【
１
０
：
１
７
ａ
ｍ
】
▽
徳
島
県
災
害
対
策
本
部

に
訓
練
終
了
報
告 

災
害
を
想
定
し
た
応
急
生
活
物
資
輸
送 

訓
練
実
施 

 
 
 

三
月
四
日
／
七
日 

（
２
日
間
） 

 

製
造
部
会
及
び
協
定
事
業
者
の
２
５
事
業
者

は
、
災
害
時
に
お
け
る
応
急
生
活
物
資
の
支
援
体

制
を
確
立
す
る
た
め
三
月
四
日
及
び
七
日
の
２

日
間
、
備
蓄
状
況
確
認
と
緊
急
輸
送
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

徳
島
県
と
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
は
、
緊

急
災
害
時
の
避
難
所
、
仮
設
住
宅
等
へ
の
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
の
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、
災
害
時
応
急
生
活

物
資
の
支
援
協
定
を
平
成
十
八
年
に
締
結
し
て

お
り
、
こ
の
流
れ
を
点
検
し
、
よ
り
確
実
な
も
の

に
す
る
た
め
の
位
置
づ
け
と
し
て
、
訓
練
を
実
施

し
検
証
し
ま
し
た
。 

徳
島
県
か
ら
の
応
急
生
活
物
資
供
給
協
力
要

請
を
受
け
訓
練
を
開
始
し
、
災
害
対
策
本
部
で
輸

送
計
画
を
検
討
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
緊
急
物

資
輸
送
班
長
は
、
応
急
生
活
物
資
備
蓄
事
業
者
に

対
し
て
緊
急
要
請
し
ま
し
た
。
県
内
の
５
地
区
に

指
定
さ
れ
た
避
難
所
に
物
資
は
搬
送
さ
れ
、
現
場

責
任
者
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
災
害

対
策
本
部
に
連
絡
し
輸
送
訓
練
は
終
了
し
ま
し

た
。 訓

練
は
遅
滞
な
く
進
行
し
、
円
滑
に
実
行
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
は
、
災

害
時
に
あ
る
べ
き
行
動
の
ご
く
一
部
に
し
か
過

ぎ
ず
、
相
前
後
し
て
発
生
し
た
「
東
日
本
大
震
災
」

の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
想
像
を
絶
す
る
よ
う
な

惨
事
に
は
到
底
、
我
々
の
力
で
は
と
て
も
及
ば
な

い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
生
活
線
を
担
う
事
業
者
と
し
て
、
今
後
と
も
よ

り
強
く
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
す
。 

 
ま
た
、
今
回
２
回
に
亘
る
訓
練
に
協
定
全
事
業

者
が
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
更
な
る
訓
練
等
を
計
画

実
行
し
、
非
常
時
に
は
迅
速
な
対
応
が
取
れ
る
よ

う
見
直
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

麻
野 
恰
弘
（
製
造
部
会
長
）

      

徳
島
県
と
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
と
の

災
害
時
に
お
け
る
協
定
に
よ
る
応
急
生
活
物
資

支
援
体
制
の
確
立
と
、
円
滑
な
輸
送
連
絡
体
制
の

確
立
を
し
、
関
係
者
相
互
間
の
災
害
意
識
の
向
上

を
目
指
し
ま
す
。 

■ 

対
象
者 

徳
島
県
と
徳
島
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会
と
の

【
１
０
：
２
０
ａ
ｍ
】
▽
訓
練
終
了 

■ 

問
題
点 

 

連
絡
、
輸
送
に
関
し
て
問
題
と
な
る
ト
ラ
ブ
ル

の
発
生
は
な
か
っ
た
。
事
務
所
、
事
業
所
の
時
計

及
び
機
器
類
の
時
刻
合
わ
せ
を
定
期
的
に
実
施

す
る
。 

■ 

結
果
報
告 

 

今
回
の
訓
練
は
、
協
定
２
５
事
業
所
の
す
べ
て

の
事
業
者
参
加
に
よ
る
訓
練
で
予
定
計
画
ど
お

り
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
２
時
間
以
内
で
の
連
絡

と
応
急
生
活
物
資
を
指
定
さ
れ
た
場
所
に
輸
送

す
る
訓
練
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
混
乱
も
な
く
円

滑
に
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
、
輸

送
指
定
し
た
応
急
生
活
物
資
も
指
定
ど
お
り
現

場
で
確
認
し
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
担
当
者
レ
ベ
ル

で
の
聞
き
違
い
、
ま
た
は
勘
違
い
に
よ
り
報
告
が

多
少
遅
れ
る
等
は
あ
り
ま
し
た
が
、
確
認
者
よ
り

の
指
示
で
カ
バ
ー
さ
れ
、
そ
の
場
で
修
正
が
行
わ

れ
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
回
の
訓
練
内
容
は
災
害
発
生
時
に
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
行
動
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん

が
、
ま
だ
ま
だ
予
測
を
上
回
る
事
態
が
発
生
す
る

可
能
性
は
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
定
期

的
に
訓
練
を
実
施
し
参
加
関
係
者
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
各
事
業

所
内
で
の
災
害
対
策
訓
練
に
お
い
て
も
、
定
期
的

に
勉
強
会
や
説
明
会
ま
た
対
応
訓
練
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
、
全
員
の
円
滑
な
行
動
が
実
施
で
き

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

『
応
急
生
活
物
資
輸
送
』 

訓
練
報
告 

実
施
日 

平
成
二
十
三
年
三
月
九
日 

（
午
前
九
時
～
十
一
時
） 
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